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地球温暖化対策実行計画に関する市民・事業者の御意見 
 

 

 本市が今年度、実施した「地球温暖化対策に関するアンケート調査」における、

横浜市地球温暖化対策実行計画に関する市民・事業者の御意見は以下の通りです。 

 

 

１ 市民の皆様からの御意見 

（１）地球温暖化対策に関する目標・方針等について 

 

地球温暖化対策に取り組む際に、どのような目標・方針等があるとわかりやす

い、取り組みやすいと思いますか。 ※複数回答可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地球温暖化対策についてわかりやすく、取り組みやすくする目標や方針として、

「具体的な地球温暖化対策の取組に関する目標・効果」を約 45％の方が選択し、

最も多くなっていますが、「横浜市が目指すべき将来像」、「エネルギー消費量の

目標」、「取り組む分野・カテゴリの方針の明確化」、「温室効果ガスの排出量の目

標」についても３割以上の方が選択しています。 

なお、「その他」に寄せられた御意見としては、「数値だけでなく、身近で理解

できる目標」、「全体のはっきりした数値目標と、それを人口で割った、一人ずつ

の具体的数値目標の両方あると分かりやすい」、「取り組まないことによるリスク

をわかりやすく示す」といったものがありました。 

 

 

資料２ 

1.0%

4.6%

34.6%

37.8%

39.9%

41.1%

45.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

具体的な地球温暖化対策の取組に関する目標・

効果の提示

横浜市が目指すべき将来像（エネルギー効率の良

い環境負荷の少ないまち等）に関する目標

エネルギー（電気、ガス等）の消費量の目標

取り組む分野・カテゴリ（省エネ行動の推進、再生

可能エネルギーの導入促進等）の方針の明確化

温室効果ガス（二酸化炭素等）の排出量の目標

その他

無回答・除外回答
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（２）横浜市が優先的に取り組むべき地球温暖化対策について 

 

地球温暖化対策として、横浜市はどのようなことに優先的に取り組むべきだと

思いますか。 ※複数回答可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

横浜市が優先的に取り組むべき地球温暖化対策として、「省エネ行動の推進や

省エネ家電の導入」、「エネルギーを有効利用するためのシステム」、「太陽光、風

力等に再生可能エネルギーを導入する」、「公共交通機関や徒歩・自転車等の移動

が便利なまちづくり」、「都市の緑地の保全や森林整備」の５つの取組それぞれに

ついて５割を超える方が選択しました。 

なお、「その他」に寄せられた御意見としては、「学校、家庭向けの環境教育の

充実」、「啓発イベント等の発信力の強化」といったものがありました。 

 

0.4%

3.7%

18.0%

20.4%

22.6%

22.9%

27.5%

28.3%

46.0%

46.3%

50.9%

54.6%

58.6%

59.9%

77.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

省エネ行動の推進や省エネ家電の導入を進める

エネルギーを有効利用するためのシステムの導入を

進める

太陽光、風力等の再生可能エネルギーを導入する

公共交通機関や徒歩・自転車等の移動が便利な

まちづくりを進める

都市の緑地の保全や森林整備を進める

ごみの発生抑制・リサイクルを進める

気候変動の影響（気温の上昇や集中豪雨の増加

など）に対応する適応策を進める

他の地方公共団体等と連携・協力して地球温暖化

対策を進める

温室効果ガスの排出を抑制する制度の整備を進

める

水素エネルギーの利活用を進める

市役所等の公共施設において地球温暖化対策を

進める

温暖化対策に関するビジネスの活性化を進める

海外の地方公共団体との都市間連携等により国

際的な地球温暖化対策に貢献する

その他

無回答・除外回答
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（３）横浜市域からの温室効果ガス排出量を削減するために重要と考えられること 

 

今後、横浜市域からの温室効果ガス排出量を削減するために重要と考えられる

ことは何でしょうか。 ※複数回答可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市域からの温室効果ガス排出量を削減するために重要と考えられること

として、「市民一人ひとりの積極的な地球温暖化対策」を選択した方は約 56％と

最も多くなっていますが、「次世代自動車や公共交通機関の利用」、「市内事業者

の地球温暖化対策」、「電力会社などのエネルギー供給事業者のエネルギー供給に

伴う温室効果ガス排出量の削減」についても約 40～50％の回答がありました。 

なお、「その他」としては、「環境教育の充実」、「市の取組の周知」といった御

意見がありました。 

 
 
 
 

  

2.4%

2.6%

37.3%

46.4%

48.5%

56.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市民一人ひとりが更なる省エネ行動等を進め、積極

的に地球温暖化対策を行う

次世代自動車の利用や公共交通機関の利用によ

り、移動に伴う温室効果ガス排出量を削減する

市内事業者が社内の省エネの推進や事業活動を

通じた地球温暖化対策を実施する

電力会社などのエネルギー供給事業者がエネル

ギー供給に伴う温室効果ガス排出量を削減する

無回答・除外回答

その他
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２ 事業者の皆様からの御意見 

（１）地球温暖化対策に関する目標・方針等について 

 

地球温暖化対策に取り組む際に、どのような目標・方針等があるとわかりやす

い、取り組みやすいと思いますか。 ※複数回答可 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球温暖化対策についてわかりやすく、取り組みやすくする目標や方針に対す

る回答は、市民の皆様からの回答と同様の傾向となりました。 

なお、「その他」に寄せられた御意見としては、「G30 のようなスローガン」、「積

極的な周知」といったものがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1%

2.6%

29.6%

32.6%

35.7%

37.4%

40.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

具体的な地球温暖化対策の取組に関する目標・

効果の提示

横浜市が目指すべき将来像（エネルギー効率の良

い環境負荷の少ないまち等）に関する目標

エネルギー（電気、ガス等）の消費量の目標

取り組む分野・カテゴリ（省エネ行動の推進、再生

可能エネルギーの導入促進等）の方針の明確化

温室効果ガス（二酸化炭素等）の排出量の目標

その他

無回答・除外回答
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（２）横浜市が優先的に取り組むべき地球温暖化対策について 

 

地球温暖化対策として、横浜市はどのようなことに優先的に取り組むべきだと

思いますか。 ※複数回答可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市が優先的に取り組むべき地球温暖化対策についての回答は、市民の皆様

からの回答とほぼ同様の傾向となりました。 

なお、「その他」に寄せられた御意見としては、「各事業所において取組を進め

やすくするための補助金、助成金の整備」、「エネルギー管理システムの推進（工

場におけるエネルギーの自動最適システム）」、「個人・法人への啓蒙活動の実施」

といったものがありました。 

 

 

 

0.5%

2.2%

13.0%

17.4%

17.9%

20.0%

21.0%

21.9%

29.3%

38.8%

41.0%

41.1%

52.1%

54.1%

65.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

省エネ行動の推進や省エネ家電の導入を進める

太陽光、風力等の再生可能エネルギーを導入する

エネルギーを有効利用するためのシステムの導入

公共交通機関や徒歩・自転車等の移動が便利な

まちづくりを進める

都市の緑地の保全や森林整備を進める

ごみの発生抑制・リサイクルを進める

気候変動の影響（気温の上昇や集中豪雨の増加

など）に対応する適応策を進める

水素エネルギーの利活用を進める

他の地方公共団体等と連携・協力して地球温暖化

対策を進める

温暖化対策に関するビジネスの活性化を進める

温室効果ガスの排出を抑制する制度の整備を進

める

市役所等の公共施設において地球温暖化対策を

進める

海外の地方公共団体との都市間連携等により国

際的な地球温暖化対策に貢献する

その他

無回答・除外回答
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（３）横浜市域からの温室効果ガス排出量を削減するために重要と考えられること 

 

今後、横浜市域からの温室効果ガス排出量を削減するために重要と考えられる

ことは何でしょうか。 ※複数回答可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市域からの温室効果ガス排出量を削減するために重要と考えられること

についての回答は、市民の皆様からの回答と同様の傾向となりました。 

なお、「その他」としては、「ヒートアイランドを防ぐまちづくり」、「再エネ設

備、エコカー導入等に対する補助金」、「継続的な啓蒙活動、PR 活動」といった御

意見がありました。 

 

 

 

 

 

 
＜参考＞「地球温暖化対策に関するアンケート調査」の概要 

【調査対象】市内在住の市民及び市内所在の事業所 

標本数 6,000（市民 3,000、事業所 3,000） 

有効回収数 市民 947（回収率 31.6％） 

      事業者 810（回収率  27.0％） 

【調査方法】郵送によるアンケート調査 

【調査期間】平成 29 年９月１日～９月 30 日 

 

1.6%

1.6%

35.3%

38.3%

38.4%

46.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市民一人ひとりが更なる省エネ行動等を進め、積極

的に地球温暖化対策を行う

次世代自動車の利用や公共交通機関の利用によ

り、移動に伴う温室効果ガス排出量を削減する

市内事業者が社内の省エネの推進や事業活動を

通じた地球温暖化対策を実施する

電力会社などのエネルギー供給事業者がエネル

ギー供給に伴う温室効果ガス排出量を削減する

無回答・除外回答

その他


